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目本語学習者に見 られる
外来語表記の誤 りについて
一 開音節化の規則体系がどのように片仮名表記に表れるか
?? 八 重 子
1.は じ め に
目本 では,英 語 由来 の外来語の定着 率が他言語 に比べ非常 に高 い とい う
のが定説 になってい る・通常,片 仮名表記 を用 いる外来語 が 日本語 に借用
され る時・音声 ・音韻面・ そ して形態面において も日本語化 す るため・特
に英語圏 か らの 目本語学習者 にとって習得 上のネ ック となってい る。 目本
語化 は体系 的 に起 こるか ら,そ こに5っ の規則,1)開 音節 化,2)促 音挿・
入,3)母 音 の 日本語化,4)子 音お よび半母音 の 日本語 化,5)ス ペ ルに基
づいた 目本語,が 存在 す る(カッケ ンブッシ ュ ・大 曽1990)。しか し,日
本語化 が体系的 にお こる とい っても外来語 のすぺてに適用 され るわ けでは
ない。 また,各 規則 にはそれぞれ例外 も多 く一 定性 がないため,さ らに片
仮名表記 を難 しい ものに している。
本 稿 では,上 記1)の 「開音節化」 に焦点 をあて,外 来 語表記 に表 れ た
誤 用 とその頻度 を規則 ご とに整理 した リス トを制 作 し,以 下 の4点 にっ
いて考察す る。
(1)開音節化規則 の類型 ご とに表れ た表記上の問題 点。
(2)開音節化 にお ける例 外規則 の習得上 の問題点。
(3)開音節化 に伴 い,特 に濁音,半 濁音,拗 音表記 に表れた問題点。
(4)開音 節化 以外 の各 規則(促音化,子 ・母 音 の 目本語 化,母 音 の 日本
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語化〉に表れた代表的な問題点。
2.日 本語化規則(資料1)
日本語 化規則 とは,外 国語 の単語 を 日本語 に借 り入 れ る際に発生す る・
音 韻上,お よぴ 表 記 に 関す る規則 で あ る。 カ ッケ ン ブ ッシ ニ ・大 曽
(1990;p21)は,日本語化 の成 立過程 を想像 上 の語彙 を用 いて,次 の よ
うに説 明 してい る。宇宙人E.T.が宇宙船 か ら地上 に降 り立 った時,最 初
に叫んだ音声 と仮 定 され るE.T.語 「アス ラチ ッ ト」[asura頃tto]
[田Olatith]が目本語化 され る場合,次 の ようになる。・
表1E.T.語=匿01atith]の 日本 語 化
〔記Ohti th〕
u
?
?
??
?
Q
Q
asuraすiQto
ア ス ラ チ ッ ト
1.開 音 節 化
2.促 音 挿 入
3.母 音 の 目本 語化
4.子 音 の 日本 語化
5.ア ク セ ン トの 目本 語fヒ
6.カ タ カ ナ表 記
上 の例 に示 され るよ うに,目 本語化 には1か ら5ま での規則(全 ての外
来語が5規 則 を同時に含 むわけではない〉が係 わっていることがわかる。
3.開 音節化規則
3.1開 音節イヒとは
日本 語 の音節構造 は,ほ とん ど母音 で終わ る開音節(opensyllable)で
ある。対 照的 に,英 語 の基本的 な音節構造 は閉音節(closedsyllable)で
あるた め,日 本語化 され る場 合 は母音 を添加 して 開音節 にす る・ その際
に,一 番 多 く使 われ る母音 は[U]である。 これ は[U]が音声 学的 にみて,
日本語 の5っ の母 音 の中で一番短 い母音 で あ り,無 声化 され やすい こ と
と関係 が あると思 われ る。 しか し,開 音箇化 に際 して,す べての子音 の後
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に[u]が添加 され るわけではな く,[tld]の後 には[o]が入 るのが普通 で あ
る(大曽1991:p40)。
例 えぱ,今 回使用 した調査語No25(資 料2),``fi超主"[fo=stlが「フ
ァー ス ト」踵a=suto]になる には,上 記 の下線 部2箇 所 の子音,[sL[t]
の後に適切 な母音 が挿入,あ るいは添加 され る必要 がある。開音化規則 と
は,こ の ように連続す る子音間への母音挿入・ およぴ語末 の子 音へ の母 音
添加 にかかわる規則 をい う(小林1997:p3)。
3.2開 音節化 にかかわ る9っ の規則(資料1)
こ こで は,開 音節 化 に関連 す る9つ の規則 が,調 査対象 となる36語
中,55箇 所 に適用 されてい るこ とを示 す。規則 に付 した番号 は,カ ッケ
表2(注1)
規 則 調 査 語
(3.2.1)[t]→[to1 チ ョ コ レ ー ト・ フ ァ ー ス ト1ジ ェ ッ ト,ベ ス ト(best,一 一 一 一
vest)
(3.2.2)[d]→[do]フ ィ ー ル ド,キ ャ ッ シ ュ カ ー ド,ラ ン ドパ ウ ン ドケ ー一 一 一 一
評イ
(3.3)[tl→[tsu] ク リス マ ス ツ リー一
〔3.4.1)[可】→[サij スケ ッヂ ブ ック一
(3.4.2)[む]→[亀至] マ ッサ ー ジ一
(3.5)[q→[Cu] ク リス マ ス ツ リ ー,フ ァ ー ス ト,ビ ー フ ス テ ー キ,べ一 一 一 一
(子音;P.b.k.9. ス ト(塊st,vest),スケ ッ チ プ ッ ク,チ ッ プ,ロ イ ヤ一 一 一 ㎜
s.z』e.f, ル ボ ッ ク ス,ス タ ジ オ,チ ュ ー リ ッ プ,デ ィ ズ ニ ー"_一 一 一 一
v.∫.5.也 、 コ マ ー シ ャ ノレ,パ ス タ ー ミ ナ ル,フ ロ ア ー,ア ッ プ ノレ一 一 一 一
む 、m.τ. ジ ュ ー ス,ポ テ ン シ ャ ル,ク エ ス チ ョ ン マ ー ク,ス チ一 『 一 一
一 ム ァ イ ロ ン,フ ェ ア プ レ イ,ラ ン ダ ム,シ ェ目一 ビ ン
一 一
グ,フ ニ ン シ ン グ,パ ス(bath),マ ン モ ス,テ ニ ス一 一 一 一 一
ゴ ー ジ ャ ス,サ シ カ ー ボ ー ル一 一
(3.6.2〉[kl→[ku/i】パ ウン ドケー キ,ビ ー フス テ ー キ一 一
(3.6.3〉[∫】→[∫u/i]キ ャ ッ シ ニ カ ー ド,テ ッ シ ュ ペ ー パ ー
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ンブ ッシュ ・大曽 に拠 る(1990:目次)。なお,規 則(3.6.1)は(3.6.2)
に統合 され ている。単語数 に比べ て適用箇所 が多い のは,同 一 の規則 が複
数 の語 に表れ るた めで,表2の 下線部分 が相 当す る箇所 で ある。 二れ に
よって,最 も多い 目本語化規則 は,規 則3、5の 子音 に[叫 の添加 で あ る
ことがわかるp
生 調査 の概要
4.1被 験 者
8名 の被験者 は,1997年9月 か ら1998年6月 まで早稲 田大学国際部
の 」4に在籍 した初級後半 の学習者 で,米 国 とカナダ(1名)の 大学 で7か
月 から2年(3名)の 日本語 学習歴 があ る。8名 の中 には韓 国人 とメキ シコ
人 が一人 ずつい るが,滞 米年数 が5年 以上 であ 動 また米 国で 日本語学
習 を始めたので,今 回の調査では他のア メリカ人学習者 と扱 いを同 じにす
る。2名 は,1997～8年 に他大 学 で筆者 の クラスに在 籍 した短期 留学生
で,母 国(オース トラリァ.,イギ リス)の大 学で1年 程度 の 目本 語学習歴
がある。オー ス トラ リアか らの学生 は来 目して5か 月 であ り,本 国 での
学 習時 間 を入れ て1年 半程度 であ る。 この2名 は,前 者 の8名 と学習 時
問数や レベル も同 じなので,同 じに扱 うことにする。本 調査 は,春 学期 の
終 わ りに実施 された。
4.2調 査 の 目的
∫4にプ レイ ス された学生 のほ とん どは,、斗技能習得面 にお いては非常
にば らつ きが あった。例 えば,「 聞 く,話 す」 の2技 能 が比較 的良 いが,
新 出文法1文 型 の定着 が悪 かウた り,反 対 に聞 いて理解 できても話 せ ない
な ど,様 々であった。2名 の教師 が週2回 ずつ指導 にあたったが,日 々予
定表に沿 った授 業 の消化 と 「基礎学力」 の強化 に追 われ ていた感 があ る。
そのため,片 仮名指 導の時 間がほ とん ど持て ない まま,学 期 を修 了 したこ
とが反省点 にな り,ま た,今 後 の片仮名指導 の指針にすべ く,調 査 を開始
した,
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4.3調 査方法 ・内容
48語(資料2)の英語 の単語 を提 示 レて片仮名 で表記 して も らい,そ の
誤用 について分析 した。片仮名表記 がわか らな いか,忘 れた場 合 は質問に
応 じて教師 が板書 した。使 甲寺間は説明 も入 れ,30分 程度 である。付 け
加 え る点 として,」4ク ラスはTotalJapaneseの9課か らスター トした
ため,48語 の中 には,ビ ー フ(9課),アイ ロン(18課),クレジ ッ トカー
ド(31課)の既習語 がある。 また,テ ニ ス(4課),サ ッカー(5課),チ ュー
リップ(7課),ケ ーキ(7課)の4語 につ いては導入 していないが,学 生 は
独 習 している可能性 もある。
なお,本 稿 では外来語 表記 のゆれ につ いては言及 しな い。
5.調 査結果 ・考察
5,1単 語 レベルでの成績
学習者の片仮名表記 の習得 度 を知 るために,ま ず単語 レベル での成績 を
だ してみ た。操点方法 は小林(1997)に準 じ,単 語全体 を 目本語 の外来語
と して正 し く表記で きた場合 は1点,1箇 所 で も間違 ってい る揚合 は0点
と し,部 分点 は与 えなか った(資料3,No.1～5参 照)。また,ひ らがな
で表記 されてい る場合 は正解 にした。
表3
最 局 点
最 低.
平 均
標 準 偏 差
48点 満 点
23.0
3.0
12.70
6.77
単語 レベルでの総合計 は127点で,ク ラス平均 は12.70と極端 に悪 い。
正解 率 は625～47、92%で,50%に 届 い ていない。 考 え られ る理 由は,
促音化,母 音化 などの規 則化 がわか ってい ない こともあ るが,語 彙 を一つ
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のかた ま り(cluster)として捉 えていないこ とがわかる。 また,単 語 レベ
ル の標準 偏差 は6.77で,被 験者10人 は相対的 に差 がない よ うで あ る。
以 下に,複 合語でエ ラーの多かった対象語No,例 および正解率 を示す 。
表4
6・sketc五bookス ヶ ッチ プー ク,ス ケチ プ ク(20%)
1!騨.cashcard キャシュ,カ シカー ド(20%)
1ゆ.busterminal ノマス タ ミナ ノレ,ノミス タ ミナ ー ル(20%)
12.pomdcake パ ー ウ ン ドケー キ,パ ウ ン ドケ ッキ(20%)『
B.Steam正ron ス テ ィ ーム ァイ ロ ン,ア イ オ ン(20%)一
20、t1ssuopaper テ ィ シ ュ,テ ィ シ ュー ぺ 一パ ー(20%)
22,aPPlcjuice アプルジュース,ジ ュス(40%)
32.questionmark ク エ ー ス チ ョ ン,ク エ ッ シ ョ ン マ ー ク(20%〉『
上記以外の正解率50%以下の単語
2. 丘eld
i
フ イ ル ド量 フ イ ル ド (40%)
3. random ラ ン ドム (0%)
7. mas阻ge マ サ ジ, マ サ ー ジ (20%)
呂. bヒige ベ イ ジ, ベ ー ジ (30%)
11.soccerbaII サ ツ カ, ス ツ カ ー (40%)
13.rovalbox
げ
ロ ヤ ル, ロ ヤ ール (0%)
15.且oor フ ロ ー ア, フ ロ ー (o%〉
16,puτe
自
ヒ ュ ー ア, ビ ュ ー ア (o%〉
17.tip テ ィ ツ プ, テ ィ プ (30%)
21.studio ス チ ュデ ィ オ (20%)
2{.symphony シ ン フ ォ ニ 》 シ ン フ ニニ (30%)
27.shaving シ ヤー ビ ン グ, シ ェ ビー ング (40%)
29,bath "ノ、一 ス7 やノ、ツ ス (10%)
30.mother マ ー ザ, マ ー ザ ー (20%)
33.yellow イ エ ー ロ 圃 ヤ ロ ウ (20%)
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34.guitar ギーター,ギ ッター(30%)
35.Disney ディスニー,デ ーズニ」(0%)
36.colouτ コーラー,カ ーラー(30%〉
37.gorgeDus ゴ ー ジェ ス,ゴ ー ジ ュー ス(o%〉
38.audition オーディシオン,オデシャン(10%〉
39.mammoth マ モ ツ,マ モ ス,マ ッモ ス(0%)
40.commercia1 コメー シ ャル,コ マ ー シ ェル(20%)
41.runneτ ラーナ,ラ ーンナー(30%)
45.potentia王 ポテンシアル,ポ テンシァール(0%)
46,tOwer ターワー,タ ーワ(20%)
語 彙 レベ ルで の正解 率0%の 中 で,開 音 節化 に成 功 してい る の は
"random
,gorgeous,potentね1りroyalbox,Hoor"(80～100%)であ
る。``random"は55.8,"mammoth/Disney"5.5.2でふ れ る。
"gorgeous/royalbox
,岨oor"は母音 の 日本語化 の問題 に係 わるた め,
ここでは省略す るが,.まとめ6.1で ふれ る。
5.2濁 ・半濁 音,拗 音表記 に見 られ る問題
ここでは,調 査事項(researchquestion)(3)に関連 した結果 について
述 べ る。本調査 では,特 に学生No9忙,「 ジ ューズ/ベ ズ ト」 のよ うに,
語 中と語末 のrス 」 がrズ 」 と濁音化す る傾 向が見 られ た。開音節化 に成
功 してい るが,「バズ(bath)ノマ ンモズ(mammoth)」も同様 である。[0]
の濁音 化 は[0/δ]と[s/zlの混用 が考 え られ る。 これにっいて は,5.5.2
でふれ る。 また,「 フェァー プレイ」 に半濁音 の誤用 が2例 見 られ るが,
恐 ら く,書 き問違 い と思 われ る。
片仮 名表記 では,拗 音表現 解大 きな ウニー トを占める。代表的な誤 用 は
"
pure"[pjuar]の下線 部分 が[ualと日本 語化す る ことによって,「 ピュ
ァ」 どなるべ きところ,4名 が 「ピュー ア,ピ ュー ア」,他 は 「ピニル,
プユー ア,フ ユアー,ピ ー ウル」 な どと,意 味不 明の表記 が多か った こと
で ある。これ には,[pjlの音韻 を 「ピュ」 とい う拗音表記 に反映で きな か
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ったこ とと,[ue/uar]が[ua1ではな く,[u:]と長母 音化 され た可能性 も
考 え られ る。 日本語学習歴 が2年 程 度で あって も,拗 音 の表記 に熟知 し
ていな いこ とが伺 える・調査結果 か ら,「読 め る,書 ける」 を念頭 に入れ
た,適 切 な指導 の必 要性 を痛感 した。
5.3音 韻に基 づ くそれ ぞれ の 日本語化規則 の正解率
被験 者 の音韻 に対 す る理解 度 を把握 す るため に,本 稿 でふれ てい る4
つ の日本語化規則 の平均正解率 を下 に示す 。下 の表 のCKP数(チ ェック
ポイ ン ト;日 本語化規則 の適用 箇所)55/36とは,決 められた55のCKP
を,ク ラス レベルで36マ ー ク した とい う意味 である。
表5
規 則 規則数 CKP数平均正解率 標準偏差 最高!低点
L開 音節化 9 55β6 45.4 5.12 53,035.0
2.促音挿入 113111 5.3 2.97 11.01.0
3.母音の日本語化 22:5&/4S:39,1 9.07 51,021.0
4、子音 ・半母音の日本語化 1641!2725.4 6.31 34,014.O
上 に示 され るよ うに,開 音節 化 の平均 正解率 は63.63%(最低点35.0)
か ら96、36%(最高点53.0)の間 に あ り,単 語 レベ ルで の平均 点6.25%
(最低点3,0)から47、92%(最高点23.0)に比べて高 い(表3参 照)。この点
について,「片仮名表記 そ のものが開音節 の拍 に対応 す るもので あ り,被
験者が 日本語 の音韻体系,特 に拍 の把握 に成功 してい るか どうかは定 かで
は ない」 とい う考 え方 もある(小林他1991)。
また・開音節化以外 の規則 か らは,次 のよ うな正解率 が得 られ た。
表6
促 音 化 母音の日本語化 子音 ・半母音の目本語化
8.33%
～
9L67%
31.D3%
～
77.59%
34.15%
～
92.93%
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以 上か ら,被 験者 は1)促音化,2)子 ・半母音 の 日本語化,3)母 音 の 目
本語化 の順 に,何 らかの中間言語の規則 に基づ いて 日本語化 を行 ってい る
と思 われ る結果 を得た。 また,外 来語表記 に個人差 があ 窮 特 に促音 挿入
に80点 の差 が見 られた。 このこ とは,特 に促音化 には一応規則 は考 え ら
れ て も例外 が多 いため,そ の表記 は一定 ではない こ との難 しさ(カ ッケン
ブ ッシュ1992)を裏付 けてい ると考 えられ る。
5.4個 入 レベル のCKPの 通過度
個別 に,四 つの 日本語化規則 のCKP数 を集 計す ると次 のよ うにな る。
表7
学生No 開音節 促 音 母 音 子音 ・半母音 目 CPK合計
1(23!48)53/55ckp3!12ckp51!58ckp31/41ckp 138.'166
2(21) 50 11 47 29 137
3(19) 50 7 45 34 136
4(15) 51 9 43 30 133
5(15) 45 7 馨5 32 129
6(12) 42 5 42 21 11D
7(8) 45 4 36 23 108
8(s) 41 3 35 21 10D
9(3) 36 3 26 14 79
10(3) ヰ2 1 21 19 83
127 455 53 391 254
()の 数字 は,48調 査語 中,被 験者(No1か ら10ま で)の単語 レベ ル で
の得点数 を示す 、学生No1の 揚合,単 語 レベルで23点(採 点基準 につ
い ては5,1参 照〉,それ ぞれ の 日本語化規 則(開音節化,促 音化,母 音 の
日本語化,子 音 ・半母音化)では,166のCKPを マークしてい る・
表7の 結果 か ら,学 生No1か ら5ま で は70点 以上 をマー ク して い る
が,50点 以下(No9)が一人 となってい る。相対 的 に促音化 の低 正解 率 が
足 かせ となってい る感 じが うかが える。.特に学生No1は,開 音節 化 で
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CKP53を マーク していて も,促 音化 で は3ポ ィ ン トしかマー クできず,
外来語表記習得 にお けるバ ランスの悪 さが 目立 ってい る。
5.5開 音節化 に表れ た問題点
開音節化 に一番 多 いエ ラーは,規 則(3.5)(表8参照)に 関する もの で,
0回答 も含 め,27語 中(表2)54ckpに表れ ている。以 下,開 音節化規則
の類型 ご とに表れ たエ ラー数(正 解 率90%か ら30%)を示 し,そ れ らに
ついて考 察す 多。 なお,規 則(3.5)は他 規則 に比べ てエ ラー数 が多 いた
め,こ こ で は 正 解 率60%以 下 で あ った4語"mammoth,bath,
question,Diseny,,にっ いて のみ考察す る。
5.5.1
今 回の調査 では規則(3.2.1)と(3.4.1)について は誤答 が極 端 に少な
かった。 この ことは他 の開音節 化規則 とは異質 であ るとも考 え られ るが,
さらなるデー タの収集 と分析 が必要で ある。
5.5.2
ここでは,規 則(3.5)に関連 し,① か ら④ の誤用 につ いて述ぺ る。
表8
規則番号 音声表記 エラー数 学生の表記
(3.5) [C→Cu]i54 ① マ モ ツ,マ モ ッ トー 一
② バ シ,バ ー フ ウ 値
③ ク エ ン シ ョ ン,ク エ シ トー ン,
④ デ イ ス ニ ー,テ イ ス ニ ー
(3.6.3)[f→∫u1∫i]9 テ ィ シ 昌 一,テ ィ ズ ン キ ャ シ,カ シ ュー 一
(3.2.2)[d→do】' 7 フ ィ ー ル ト・ カ ー ドー ・ バ ウ ン(pound)一
(3.3)[t→tsu] 6 ク リ ス マ ス トリ ー一
β,6.4)[3→3ullユ 6 べ 一 ジ,ベ ー ジ ュ ー
〔3,6.2) [k→ki] 5 ケ ー キ ー,ス テ ー ク,ス テ ー キ ー一
区3・4・2) [吻→dzi] 3 マ サ ー ジ ュ,マ サ ー ジ,マ サ ジー
i(3・生1) [U→ずiI 2 ス ケ ッ チ ョ,ス ケ チ ー
(3.2.1)lt→to] 1 (無回答1)
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表8の ① ② に関連 し,目 本語 の音韻体系 には[0/司とい う歯間摩擦 音
がないた め,歯 茎摩擦 音 の[s][zlに統合 され,そ れ ぞれ 「ス,!ズ」 と発
音,表 記 され る。従 って"bath""bus""bass"は全 て 「バ ス」1こな る
が,[`bath"(正解 率50%),"mammoth"(40%)の`醇th"の表記 に
は,英 語 の1θ]の音がそ のま転用 され,「 ッ,シ,ト,フ ウ」 と様 々 であ
るq
③ 語彙 レベルで低正解率(20%)の"question"の語 中の[slには[uI
が添加 されて,「クエスチ ョン』にな る。誤答例 には,開 音節化 されず に,
「シ」「チ」「エ ッ」な どの表記 が見 られ る。
④"Disneゾコ[dizni](正解率40%)の 語 中にあ る子 音[zlも習得 しに
くい ことがわ かった。Disneyの[s]は開音節規則 の体 系が反映 され て,
[zulにな る。 開音節 化 には成 功 してい るが,10人 中6人 が 「デ ィス ニ
ー」と表記 しているのは,英 語の音声表記[z]ではな く,スペルが片仮 名表
記 に反映 された のではないだろうか。 もしそ うであれば,英 語話者 自身 が
母語 の音声記号 をどの くらい理解 してい るのか,と い う危惧 を抱 かせ る・
5.5.3
規則(3.6.3)に関連 して,子 音[可〆{ち/k/∫/31には音韻 レベルの例外 規則
か ら,[ulではな く,[i]が添加 され,「 スケ ッチ!マ ッサー ジ」 にな る。
しか し[∫]には[ulが添加 されて,テ ィ ッシュ[ti∫u=](40%正解)と な
る。3名 が 「シュー」 と表記 してい るのは,下 線 部分 の音声 表記 が[∫u=1
であるた めと考 え られ る。また,今 回はティ ッシ[∫i]のよ うな例 は無 い の
で,単 なる音声表記 か らの誤答 とも考 え られる。
語尾 の[∫/31には原則 として[ulが添加 され るが,年 代的 に古 い外来 語
には 山 が添加 されて,「べ一 ジ/キ ャ ッシ」 になる揚合 が あるた め,「キ
ャ ッシ」 のエ ラrが 発生 したのか も知れ ない(次 頁5,5,6参照)。また,
「キャシ」 「カシュ」 の誤例 に見 られ る よ うに,拗 音表記 が2語 続 く場 合
は,表 記 にむ らがあることがわか った.同 時に,促 音化 の失敗 が正解率 の
低 下に係 わっているのが明 自である・
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5.5.4
原則 として,規 則(3.2.2)の[司には[o]が添加 されて 「フィー ル ド,
カー ド,ラ ン ド」 になるが,諮 では 「ド」 にな らずに,7例 が 「ト!ド
ー」 となってい る。 この場合,被 験者 は母 音[o]の添加 には問題 な く,む
しろ濁音表記 が十分 でないこ とが うかが える。 この点 にっいては,5,2で
ふれ ている。
5.5.5
規則(3.3)ッリー(40%正 解)は 「トリー」 と表記 す る被験者 が多 い。
歯茎破裂音 の[t/d〕には原 則的 に[o]が添加 され る[to]になるが,例 外 的
に[tsu]になる。(3.2.2)でlt]にlolが添加 され る場合 と混乱 してい るよ
到こ思 われ るが,開 音節化 には成功 しているこ とがわかる。
5.5.6
規則(3、6,4〉に関連 し,べ 一 ジュ(30%正解)は 「ベージ」 と表記 した
ものが多 い。語尾 が摩擦音 である[3]のある単語は仏語 か ら英語 に入 った
語で あ り,こ れ らの 日本語化 の際 には[U]が原則 的に添加 され るが,[i]
が添加 され る例 もある。後者 は[ki][∫i]の例 と同様 に,年 代的に古い形,
もしくは古 いニュァンス を持つ形 である(カ ッヶンブッシ ュ ・大 曽1990)。
結果 としては,ど ちらで も良い とい うこ とになるが,こ のケー スは,む し
ろ被験者 の拗音表記 の未熟 さが影響 している と思 われ る。
5.5.7
規則(3.尋.2)に含 まれ る[む]は,例 外規 則 が適用 され る子音 に属 し,
原則的 に添加 され る母音 は[u]ではな く,[i]である。「マサージ ュ」 の一
例 を除い て,ほ とん どの語尾 が 「ジ 、一「シ」 となってい る。 このこ とは,開
音節化規則 は反映 され てはいるが,「マサジ」 のエ ラーが示 す よ うに,む
しろ促 音,長 音挿入 が適切 になされていない ことがわかる。・
5.5.8
最後 に,開 音節化 には80%成 功 してい るが,語 彙 レベル で0%で あっ
た``random"[r器ndam]にふれ る。音節末 および,子 音 の前 の[m]は,
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通 常開音節化 し,「ランダム/ス チーム」 の よ うに,基 本 的 にはlulが添
加 され る。二例rラ ンダン/ラ ン ドー ン」 を除い て[mlをrム 」 と表 記 し
て い るが,む しろ ～5random"の下線 部分 をその ま ま片仮 名 に転 用 し,
「ラン ドム」 と表記 した と思われるエラーが,10人 中9人 に見 られた 。通
常,語 中の[の は[o]溝添加 されて[dolになるが,母 音 の 日本語化 に関連
し,英 語 の[記,a,A,a]は,すぺて 目本 語 の[a]に統一 され るため,「ダ」
と表記 されなければ いけない。指導上,注 意す べき点 である。
6・ まとめと今後の課題
6.1ま と め
本稿 では,初 級後半 の 目本語学 習者 を対象 に,主 に開音節化規則 の体系
が,ど のよ うに片仮名表記 に反映 されてい るか を調 べ,分 析 してきた。 こ
こでは総 ま とめの意 味で,初 めに述 べた4っ のResearchQuestionに
言及 しつつ,調 査 に表 れた各規則 ご との調査結 果について述べ る。
初 めに,語 彙 レベル での習得度 を調 べ た結 果,48点 満 点 の平均 点 は
12.7点と低 く,こ れ には音声環境 の とらえ方 だ けぞ な く,特 に拗 音表現
の表記 の未熟 さが関係 していることがわか った。
次 に,各 規則 の類型 ご との調査結果 か らは,1)促音化,2)子音 ・半母音
の 日本語化,3)母 音の 日本語 化,4)開音節化 の順 に誤用が多 く見 られ た。
類型 ご とに まとめた ものの中から顕著 な例 を示す と,次 の ようになる。
1)促 音挿入 にっ いては,"book,massage,cash,fashion"(16.67%),
"tissue"(25.0%)ナ"box"(33・33%)にrッ」 が表記 されていない。
2)子 音 ・半母音 について,[ti=],[dilが難 しい。 しか し,団u=]につ いて
は習得度 に差 が見 られ る。【`steam"[sthm]の場合,ほ とん どが 「ス
テ ィー ム」(0%)と 表記 。 また,同 じ音 声表記[tju]を含 む"tulip"
[tjullipl(50%)と,"studio"[stju;diou](20%)には,「テ ユー,ツ
ー,チ ュ」 な どの表記 が見 られ る.。両者 は英語 の発音 が同 じで あって
も,片 仮名表記 では全 く異なるために,誤 用 が生 じた と思 われる。
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3)二 重母音,ま たは長母 音 を持 つ英語で,日 本語 の表記 が 「一」 をつけ
て表 され る語gorgeous(3名),audition(3名)の正解率 が低 い。反対
に,長 母 音 を持 つ英 語 で も,長 音符 号 「一」 をつ け ないで表 され る
一`Hoor"「フ ロ ァ
」 や,(5.3,18)の規 則 が 適 用 され る"roya1"は[oi1
の 「イ 」 の欠 落 で,共 に 正 解 率 は0で あ る 。
4)開 音 節 化 規 則 に 関 連 し,4点 述 べ る 。
☆[k/∫/5/U/砧]の音 は は 習 得 し に くい 。
歯 茎 破 裂 音[t/d]に[o]が 添 加 さ れ る の が 原 則 で あ る が,例 外 的 に
「 ト リー 」 で は な く,[tsu]「ツ リー 」 と な る 場 合.反 対 に,"two"
[tu:1の表 記 が[tsu=]「ッ ー 」 と な ら ず に 「ト ウ,チ ュ ー,テ ィ ー
ウ」 と表 記 す る 傾 向 が あ る 。
女 語 中 の[s/z][[question/Disney"[dセn重]には[u]が 添 加 さ れ に く
いo
女英語の歯間摩擦音"th"[e]の表記に,開 音節化規則の体系が反映 さ
れにくい。
☆例外規則の習得に関しては,規 則(3.6.2)の「ケーキ,ス テーキ」
以外は極端に悪い。
6.2今後の課題
今回の調査では限 られたデータ数ではあったが,CKPご とに誤用 を算
出し分析 したので・より体系的に学習者の音韻のとらえ方や,表 記上の問
題が把握できたと思 う.しかし,調査の結果からは英語の音声を日本語化
せずに・そのまま片仮名で表記 したと思われる誤用例が多かったため,調
査方法を考え直す必要がある。
最後に・特に誤用の多かった促音化をはじめ,他の日本語化規則 に関す
るデータ分析を早急にやり,表記指導に役立てるのが最大の課題 としてあ
げられる。
注L開 音節化に関する調査語例,お よびフォーマットは 「日本語学習者は英語を
どう開音節化するか」(小林1997)p3～4から引用。
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資料1 日本語化規則一覧(『外来語の形成 とその教育■の目次から抜粋)
3開音節化?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
[t]→[to]
【d]→[do]
[t]→[tSU]
[可1→[可i]
[吻]→[吻i]
斗 促 音 挿 入
4.1.促音化
5母 音 の 日本 語 化?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
5.3.6,
5,3.7.
5.3.8.
[i=】→[i=]
[正1→[i]
〔e正1→[e=]
[el→[eI
[お】→la】
[記]→[ja]
[∂:1/[3=r]→[a=I
EA]→[a】
【a:]一一[a:r]→[a=]
5,3.10,[つ/a]→[o]
[D/a]→aI
6子 音 お よ び 半 母 音 の 日本 語 化
6,2.1.[ti]→[可i】〆[ti1
[ti=】→[可i二]/[ti:1
[tu二]→[tsじ=】
[di】一→[d5i]1'[3i]ノ'Edil
6.2.2.[句u1一ラ[可u]![tju】
[djul→[45u]/[3u]一'[djuユ
6.2,3.[¢a][のi][¢e][のo]
6.2,4.[∫e1→[seI
→[so]、一[∫e】
→[∫c]
[3e]→[dzeユ
[むe]→[むeユ、一[dze]
→[銘e]/[3el
6.2.5,[tsa][tsiHtsel[tso]
7ス ペ ノレに 基 づ い た 目本 語 化
`こ甲},``一1,
8
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
"
8."
"
L,u王 →[i]
ピ'→[¢]
a"→[aユ
Q"→[o]
u'P→[al
u"→[jul
ジ'→lil]
ie"→[t:]
ee"→ 団
eジ'→[]
er"→[a】
Dr"→[a]・
"ar"→[a]
re"→[a]![a]
"Qur"→[a=]
ア クセ ン トの 日本 語 化 は省 略
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
C→C[u】
[k]→目[kul/[ki】
[k]→[ki]
[∫]→∫u】ノ[∫i】
[5]→[5u]/[5i]
4.3・/CIVC2、'以外 の条 件 で の促 音 化
5.3.11.
5,3.13,
5、3.14.
5.3.15.
5.3.16.
5.3.17.
5.3,18.
5.3.19』
5.3.2D.
5.3.21.
5.3.22.
6.3.1.
6.3.2.
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
6.5.2.
7.1.9,
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
7.3.5.
7.3.6.
[Ol1〆[D=τ]→[o=]
[oul→[0=]
[u1→[u]
[u=]→[uq
[ai]→[ai】
[au]→[au]
[っil→[Qi]
[ig一'正er]→[io)司
[e∂1e∂rl→[e(j〉a]
[oo-bar1→・al
[ua/ugr】→[ua]
[!][r]
[s】[eI
lz][o]
[b]][v]
[n】
[m]
[弓]
[wa]→[waI
[WOU,WO=]一)[UO,Uα]
[wi】→[ui】
[WU〔=)ユ→[U(=)]
[we,wei】→[Uビ]
[j]→[ja,ま,ju,e,jo]
[j]→[∫]の脱 落!国
"QUS".→ 〔翫suI
"aロ"→[Q:]
"
ng,ロ→ 「ン'ク▽」
"一mm一"→ 「一ン ー」
"一nn一"→ 「一 ン ー」
"tめn"→ 「シ ョ ン(チ ョ ン
,ジ ≡ ン)」
5Lsion"→ 「シ
ョ ン(チ ョ ン,ジ ョ ン 〉」
5【shion'1→ 「ジ ョ ン(チ 三 ン
,ジ ョ ン)」
"ago"→ 「エ ー ジ 」
`[ate"→ 「ユ ー ト 」
"
cia1"→ 「シ ャ ル 」
"tia王"→ 「シ ヤ ノレ
」
"ing"→ 「イ ン グ
」
`【wer"→[ワ ー 」
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資料2調 査 語
1.cヒoco正ate 一7.UP 33.yellow
2.field 18.steamiron
3.random 19.two
4.vest 20.tissuepaper
5.Chr正Stmas亡ree 21.studio
6,sketchbook 22,謎PPlejuice
7.ma5sago 23,旬1ip
be三ge symphony
10.bustermina1 26.fencing
11.soccerba11 27.shavihg
12.poundcake 28.jet
13.royalbox 29.bath
14.fairp【ay 30.mo年her
15.noor 31.bost
16.pure 32.questionmark
34.guitar
35.Disney
36.oolour
37、gorgeous
38、audition
39,mammoth
40.comm巳rcl証
41.runner
42.tennis
43.m盟s民Dn
44.fashion
45.potentia1
46.tower
47.beefSteak
尋8.1and
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